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議論の背景

2023年，100mSv以下のリスクに明白な証拠があるとINWORKSが報告した．

放影協（放射線影響協会)は，かねてからINWORKSの研究結果を日本に持ち
込むべきでないと主張している．その理由は日本の核施設労働者の分析で喫煙交
絡の影響が大きいからだという．
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----- これから検討する問題 -----

放影協の分析から喫煙交絡の影響が大きいといえるのか．

• 仮説検定でどうか

• 点推定値でどうか．



放影協のINWORKS2015に対する見解
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原子力委員会資料 2024.3.19

放射線影響協会 放射線疫学調査センター長 三枝新

コホート
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サブコホート



コホートの場合

がん*から肺がんを除いてもβに統計的有意な差は生じない．
がん* ：白血病を除くがん
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ERR/Sv

放射線影響協会第Ⅴ期調査報告書の数値から．



サブコホートの場合

喫煙交絡の調整により統計的有意な差は生じない．
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放射線影響協会第Ⅴ期調査報告書の数値から．

ERR/Sv (β)



βの点推定値でどうか

減少の割合

コホート

サブコホート
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喫煙交絡による減少の割合が大きいようにみえる

放射線影響協会第Ⅴ期調査報告書の数値．

サブコホート



直線モデルはよくないモデル！
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Non parametric： 第1線量群（5mSv未満）に対する6線量群のRR



直線モデルはよくないモデル！
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1. 応答曲線に数式モデルを使わず，6線量群の相対死亡率RRか
ら超過死亡数EDを求める．

2. RRは調整O/Eから第1線量群（5mSv未満)を1として計算する．

ノンパラメトリック分析

2. RRは調整O/Eから第1線量群（5mSv未満)を1として計算する．

3. 喫煙調整の前後のEDを比較して喫煙交絡の大きさを推定する．

4. 喫煙調整後のEDは現在喫煙者と過去喫煙者を区別せず喫煙者と
し，そのEDと非喫煙者のEDを合計して求めた．
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放影協が第Ⅴ期調査報告書の分析に使ったデータを原⼦⼒規制
庁から入手した．

• コホート：核施設労働者男性 204,103人

• サブコホート：喫煙習慣の情報のある 71,733人．

分析に用いたデータ

• サブコホート：喫煙習慣の情報のある 71,733人．
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がん*の喫煙交絡 比較
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• Non parametiric 分析では喫煙交絡の影響が小さいという結果である．
• 影響が大きいという放射線影響協会の結果は，直線モデルによって生
じた⾒かけの結果であると考えられる．



INWORKSINWORKSINWORKSINWORKS報告のインパクト報告のインパクト報告のインパクト報告のインパクト

放射線防護の「標準」に変更を迫る知⾒である！

• INWORKSは世界保健機関 (WHO) の専門機関である国際がん研究機関

（IARC）がおこなう英米仏3か国の核施設労働者の大規模疫学研究．

調査対象者数 310K，固形がん死亡数 28K.
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放射線防護の「標準」に変更を迫る知⾒である！

� 50mGy以下の線量（10年ラグ）で死亡率の明確な増加が検知された．

(Richardson2023)

� 100mGy以下のβはフルレンジのβの約2倍になる．(Richardson2023)

� 慢性被曝のβは急性被曝（原爆）のβと変わらない．(Leuraud2021)

3点のいずれも国際機関の⾒解を覆す結果である．



INWORKS2023INWORKS2023INWORKS2023INWORKS2023 (90%CI)(90%CI)(90%CI)(90%CI)
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（機械翻訳）



結 論

放影協は，INWORKSの研究成果を日本に持ち込むべきではな
いと主張している．理由 ⇒

• 喫煙交絡の影響の大きさが違う．

• 人種が違う．
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----- 反論 -----

• 放影協の分析で喫煙交絡の影響が大きいとはいえない

• INWORKS2023は，肺がんを除いてβが0.52から0.46に変わる．

喫煙交絡は12%になる．



• 日本の放射線防護政策にはINWORKS2023の新知見を反

映させる必要がある．職業被曝の法定限度を大幅に下げ

る必要がある．

提言

る必要がある．

• 放影協の喫煙交絡の分析は採用できない．
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以上. 突っ込みを期待します
このスライドは https://koko.matrix.jp/lab/


